
八
月
二
四
日
（
火
）
に
、
中
学
三
年
生
が
高
校
の

生
活
を
体
験
す
る
「
鹿
屋
高
校
体
験
講
座
」
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
三
五
の
中
学
校
か
ら
約
五
〇
〇
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
中
学
三
年
生
が
本
校
の
施
設
・
設

備
を
見
学
し
た
り
、
模
擬
授
業
の
体
験
を
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
高
校
の
学
習
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
本
校
の
学
校
生
活
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
開
講
式
・
本
校
概
要
説
明
の
後
、
中
学

生
は
一
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
模
擬
授
業
講
座

に
参
加
し
ま
し
た
。
後
半
は
、
施
設
見
学
や
部
活
動

見
学
等
も
実
施
し
ま
し
た
。

体
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
難
し
か
っ
た
が
、

解
き
方
が
面
白
く
て
楽
し
か
っ
た
。
先
生
の
教
え
方

が
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
」「
生
徒
会
が
み
ん
な
を
ま

と
め
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
」
「
校
内
が
広
い

の
に
ゴ
ミ
が
一
つ
も
な
く
き
れ
い
だ
っ
た
。
」「
も
っ

と
先
輩
方
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
」

と
い
う
感
想
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
参
加
申
込
み
者
の
内
訳

鹿
屋
市

一
四
校

三
三
四
人

肝
属
地
区(

鹿
屋
市
以
外)

一
二
校

一
二
六
人

曽
於
地
区

八
校

五
九
人

そ
の
他

一
校

一
人

（
合
計

三
五
校

五
二
〇
人
）

○
講
座
内
容

「
古
文
に
親
し
む
」

「
漢
文
に
親
し
む
」

「
挑
戦
者
求
ム
（
数
学
）」

「
高
校
数
学
へ
の
挑
戦｣

「Let`s
H

ave
Fun!

（
英
会
話
）」

「Let`s
m

aster
"the

M
ovie

English".

（
英
語
）
」

「
波
動
の
物
理
学
」

「
繊
維
を
作
ろ
う
」

「
細
胞
を
観
察
し
よ
う
」

「
地
図
に
親
し
も
う
」

「
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
」

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

「
は
じ
め
て
の
ラ
グ
ビ
ー
」

「
見
た
ま
ま
に
描
こ
う
」

○
公
開
し
た
部
活
動

・
文
化
系

演
劇
部

吹
奏
楽
部

美
術
部

書
道
部

・
体
育
系

弓
道
部

剣
道
部

柔
道
部

水
泳
部

卓
球
部

野
球
部

陸
上
部

テ
ニ
ス
部
（
女
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
・
女
）

ダ
ン
ス
部

ボ
ー
ト
部

サ
ッ
カ
ー
部

ラ
グ
ビ
ー
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
・
女
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

（
大
会
等
で
不
在
の
部
活
動
を
除
く
。)
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第４７号
平成２２年

９月３日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

九
・十
月
の
主
な
行
事
予
定

九
月一

日
（
水
）
二
学
期
始
業
式

〃

体
育
祭
全
体
練
習

二
日
（
木
）
体
育
祭
予
行

〃

二
学
期
朝
課
外
開
始
（
全
学
年
）

三
日
（
金
）
体
育
祭
学
年
練
習･

準
備

四
日
（
土
）
三
星
祭
（
体
育
祭
）

六
日
（
月
）
振
替
休
業
日

七
日
（
火
）
実
力
考
査
﹇
〜
八
日
﹈

一
〇
日

(

金
）
一
年
文
理
選
択
ガ
イ
ダ
ン
ス

〃

ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
（
一
年
）

﹇
〜
一
一
日
﹈

一
三
日
（
月
）
振
替
休
業
日

一
七
日
（
金
）
三
星
祭
（
文
化
祭
）
﹇
〜
一
八
日
﹈

一
九
日
（
日
）
進
研
駿
台
マ
ー
ク
模
試

（
三
年
）
﹇
〜
二
〇
日
﹈

二
一
日
（
火
）
第
二
回
教
育
相
談
週
間
・
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ウ
イ
ー
ク

﹇
〜
一
〇
月
一
日
﹈

二
五
日
（
土
）
三
星
道
場
⑤

十
月一

日
（
金
）
野
外
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス（

一
年
）

四
日
（
月
）
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

九
日
（
土
）
三
星
道
場
⑥

〃

全
統
記
述
模
試
（
三
年
）

一
三
日
（
水
）
中
間
考
査
﹇
〜
一
五
日
﹈

一
五
日
（
金
）
三
年
奉
仕
作
業

一
六
日
（
土
）
進
研
駿
台
記
述
模
試

（
三
年
）﹇
〜
一
七
日
﹈

一
七
日
（
日
）
第
二
回
英
検
（
一
次
）

一
八
日
（
月
）
授
業
相
互
公
開
週
間

﹇
〜
二
二
日
﹈

二
〇
日
（
水
）
芸
術
鑑
賞
会

二
八
日
（
木
）
実
力
考
査
﹇
〜
二
九
日
﹈

二
九
日
（
金
）
一･

二
年
生
進
路
講
演
会

〃

一･

二
年
学
年･

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

三
〇
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
一･

二
年
）

﹇
二
年
〜
三
一
日
﹈

〃

大
学
オ
ー
プ
ン
模
試
（
三
年
）

﹇
〜
三
一
日
﹈

※
詳
細
は
学
校･

担
任
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
学
生
対
象
の
「
体
験
講
座
」
大
盛
況

「
早
く
鹿
屋
高
校
に
入
学
し
た
い
！
」
中
学
三
年
生

約
五
〇
〇
人
が
参
加

模擬授業講座（挑戦者求ム（数学））

模擬授業講座（繊維を作ろう）



鹿
屋
高
校
で
は
、
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
夏
季
休
業
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
生
徒
の
家
庭
で
の
生
活
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
「
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
七
月
一
〇
日
（
土
）
か
ら
七
月
三
一
日

（
土
）
の
期
間
に
、
一
八
の
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
で
は
、
各
地
区
評
議
員
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
等
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
本
校
の
地
区
担
当
者
か
ら
、
夏
季
休

業
中
に
お
け
る
生
徒
の
学
習
面
、
生
活
面
、
保
健
面

で
の
留
意
事
項
の
説
明
等
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
度
の
地
区
評
議
員
の
選
出
も
行
わ
れ
、
夜
遅
く

ま
で
、
地
区
の
鹿
屋
高
校
生
の
た
め
に
充
実
し
た
協

議
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鹿
屋
地
区

七
月
二
三
日
（
金
）

第
一
鹿
屋
地
区

七
月
二
一
日
（
水
）

鹿
屋
東
地
区

七
月
二
三
日
（
金
）

花
岡
地
区

七
月
一
六
日
（
金
）

高
須
地
区

七
月
二
一
日
（
水
）

大
姶
良
地
区

七
月
三
〇
日
（
金
）

田
崎
地
区

七
月
二
三
日
（
金
）

垂
水
地
区

七
月
一
六
日
（
金
）

高
山
地
区

七
月
一
六
日
（
金
）

高
隈･

輝
北
地
区

七
月
二
三
日
（
金
）

曽
於
地
区

七
月
三
一
日
（
土
）

吾
平
地
区

七
月
三
〇
日
（
金
）

東
串
良
地
区

七
月
二
三
日
（
金
）

串
良･

細
山
田
地
区

七
月
一
〇
日
（
土
）

内
之
浦
地
区

七
月
一
七
日
（
土
）

大
根
占
地
区

七
月
二
三
日
（
金
）

根
占･

佐
多
地
区

七
月
二
七
日
（
火
）

田
代
地
区

七
月
三
〇
日
（
金
）

五
月
一
九
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
高

校
説
明
会
は
、
七
月
九
日
を
も
っ
て
一

学
期
分
を
終
了
し
ま
し
た
。
各
中
学
校

の
御
協
力
に
よ
り
、
鹿
屋
高
校
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○

各
中
学
校
で
の
高
校
説
明
会

五
月
一
九
日
（
水
）
田
崎
中
学
校

五
月
二
〇
日
（
木
）
吾
平
中
学
校

〃

上
小
原
中
学
校

五
月
二
五
日
（
火
）
大
崎
中
学
校

五
月
二
八
日
（
金
）
大
姶
良
中
学
校

〃

花
岡
中
学
校

六
月

二
日
（
水
）
有
明
中
学
校

六
月

四
日
（
金
）
内
之
浦
中
学
校

〃

東
串
良
中
学
校

六
月
一
一
日
（
金
）
大
崎
第
一
中
学
校

六
月
二
一
日
（
金
）
鹿
屋
東
中
学
校

六
月
二
三
日
（
水
）
鹿
屋
中
学
校

六
月
二
五
日
（
金
）
市
成
中
学
校

六
月
二
九
日
（
火
）
菱
田
中
学
校

〃

根
占
中
学
校

六
月
三
〇
日
（
水
）
高
山
中
学
校

七
月

二
日
（
金
）
高
隈
中
学
校

〃

田
代
中
学
校

〃

第
一
佐
多
中
学
校

七
月

六
日
（
火
）
錦
江
中
学
校

〃

百
引
中
学
校

七
月

八
日
（
木
）
串
良
中
学
校

七
月

九
日
（
金
）
国
見
中
学
校
・
川
上
中
学
校

〃

岸
良
中
学
校

○

本
校
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
中
学
校

五
月
二
七
日
（
木
）
垂
水
中
央
中
学
校

〃

波
野
中
学
校

六
月

三
日
（
木
）
細
山
田
中
学
校

六
月
二
二
日
（
火
）
田
代
中
学
校

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、
鹿
屋
高

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

「
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
の
開
催

うれしいニュース・最新版 ②

校長先生が「雑巾がけ」を設置

生徒の皆さんは既に気が付いていることと思いますが，

校舎の各手洗い場の下に，新しい雑巾がけが設置されま

した。これは，大迫校長先生が「夏休みの宿題！（校長

先生談）」として自ら設計・製作され，設置されたもので

す。

これまでの雑巾がけも，大迫校長先生が以前本校に勤

務しておられた時に製作されたものでした。

生徒の皆さんは大切に使ってくださいね。

平成22年9月3日 三星の風 第47号

うれしいニュース・最新版 ①

南日本硬筆展「学校賞・特別賞」受賞

第４７回南日本硬筆展で，鹿屋高校の活躍が評価され，高

校の部で「学校賞」を受賞しました。

また，特別賞として，二人の生徒がめでたく入賞し，学校

賞と併せて８月１５日（日）県歴史資料センター黎明館にて

表彰式がありました。

学 校 賞 鹿屋高等学校

県教育委員会賞 宇野 ももこ ３年（第一佐多中出身）

南日本芸術学園賞 古藤 愛子 １年（大姶良中出身）

○ ホームページを御活用ください

トップページ左端の お知らせ をクリックすると，行事の案内や緊急

の連絡等を閲覧することができます（緊急の連絡は，各学級等の連絡

網での達示を優先します。）。

三星の風 をクリックすると，これまでの「三星の風」をすべて閲

覧することができます。

その他， 教育課程 や 部活動 ， 進路状況 も御覧ください。

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Kanoya/

鹿屋高校のホームページについて

高 校
説明会


